
最
古
の
史
書
・
古
事
記
に
登
場
す
る

国
生
み
神
話

に
、
男
神
イ
ザ
ナ
ギ
が
女
神
イ
ザ
ナ
ミ
の
死

を
悼
み
流
し
た
涙
か
ら
泣
沢
女
神
（
な
き
さ
わ
め
の
か
み
）
が
生
ま
れ
と
あ
り
、
生
ま
れ
た
神
は

香

久
山
ふ
も
と
の
丘
の
上
、
木
の
本
に
い
ま
す

と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
泣
沢
女
神
を
祭
る
畝
尾
都
多
本
（
う
ね
お
つ
た
も
と
）
神
社
が
、
木
之
本
町
宮
脇
の

天
香
久
山
ふ
も
と
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
古
い
神
話
に
彩
ら
れ
た
の
が
木
之
本
町
で
す
。

南
北
朝
時
代
・
貞
和
三
（
一
三
四
七
）
年
の
春
日
大
社
文
書
に
、
南
都
・
興
福
寺
の
荘
園
（
領
地
）

と
し
て

木
本
荘

が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
領
地
を
巡
っ
て
興
福
寺
と
土
地
の
豪
族
・
十
市
氏
と
の
間

で
、
室
町
時
代
中
期
・
文
明
六
（
一
四
七
四
）
年
に
争
い
が
起
こ
り
（
寺
社
雑
事
記
）、
領
地
争
奪
が

室
町
時
代
後
期
（
一
四
七
八

）
ま
で
続
い
た
よ
う
で
す
。

江
戸
時
代
に

木
之
本
村

と
呼
ば
れ
た
当
地
は
、
は
じ
め
豊
臣
家
臣
・
大
野
治
長
の
領
地
に
な
り

ま
す
が
大
阪
城
落
城
後
は
、
幕
府
領
や
伊
勢
・
津
藩
領
な
ど
に
な
っ
て
明
治
時
代
を
迎
え
ま
す
。

明
治
二
二
年
に
香
久
山
村
の
大
字
に
な
っ
た
あ
と
昭
和
三
一
年
に
桜
井
市
大
字
を
経
て
橿
原
市
に
編

入
さ
れ
、
同
年
一

月
に

橿
原
市
木
之
本
町

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 神

の
い
ま
す

木
の
本


